
「こっち向いて」 
そう言ったのはベンチに座ってフィルムカメラを向ける彼女だった。 
僕の後ろには茜色に染まった空と海が広がっている。 
撮られ慣れていない僕は、とりあえず手を広げてポーズをとる。 
「撮らないの？」 
手を広げたまま、カメラを向けている彼女に尋ねる。 
「綺麗なシルエットに見惚れてた」 


